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東京大学大学院総合文化研究科准教授。専門は比較文学比較文化、日本古典

文学。特に平安時代を中心とする絵巻物を研究対象とする。東京大学ヒューマニ
ティーズセンターブックレット第６号『「世界三大美人」言説の生成──オリエ
ンタルな美女たちへの願望』（2020年）のほか、主要論文に「『源氏物語』幻巻の
四季と浦島伝説──亀比売としての紫の上」（島尾新・宇野瑞木・亀田和子編『ア
ジア遊学246　和漢のコードと自然表象──16、７世紀の日本を中心に』勉誠出
版、2020年３月、pp. 115～123）、「紫式部の近代表象──古典文学の受容と作者像
の流布に関する一考察」（『鹿島美術財団年報』第33号別冊、2016年11月、pp. 412
～423）、「暴露の愉悦と誤認の恐怖──「病草紙」における病者との距離」（牛村
圭編『文明と身体』臨川書店、2018年、pp. ９～37）などがある。
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